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４）Ibid., p. 34. 邦訳 21ページ．














































社会的富 １）効用──── 消費 ── 多様性 ⅰ）交換の必要性
























７）Ibid., p. 51. 邦訳 34ページ．
８）Ibid., p. 53. 邦訳 35ページ．


































10）Ibid., p. 56. 邦訳 37ページ．
11）息子のレオン・ワルラスによる例示．樹木は果実が採取されるときは資本であり，薪を作るためまた
は加工するために伐採せられるときは収入である．家畜は使役せられるときまたは乳や卵を供給すると
きは資本であり，食用に供するために屠殺せられるときは収入である．Walras, L. [5], p. 177. 邦訳 195
ページ．
12）Walras., [3], p. 56. 邦訳 37ページ．
なおここで，オーギュストが資本と収入の具体例としてリンゴの樹とリンゴの果実
など物の例と，服の仕立て屋と服の仕立てなど仕事の例を並置していることに注目しよう．彼
の念頭には明らかに，フランス民法典第 1708 条賃貸借契約には物の賃貸借 louage des



































































































15）Walras., [3], p. 70. 邦訳 47ページ．




































































17）Ibid., p. 77. 邦訳 53ページ．














































































































































































22）Ibid., p. 97. 邦訳 68ページ．



































24）Marx., [1], Band I, S. 335 邦訳 Ib 556ページ．この問いに対するマルクスの回答は，資本論第１巻
第４篇第 10 章参照．
25）Walras., [3], pp. 99-100. 邦訳 70ページ．
























































propriétéは，物 chose について法律又は規則 reglement が禁じる使用を行わないかぎり，そ
れを最も絶対的な仕方で収益し，処分する権利である．に基づいている．






















産に対しては，あるいは所有権 droit de propriétéを，あるいは単なる収益権を，あるいは主張
すべき土地役務のみを有することができる．に基づいている．















さらに，国有財産に関して，第 538条国の負担とされる道路 chemin，街道 route，及び街
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33）Ibid., p. 133. 邦訳 89-90ページ．






































35）Walras., [4], p. 128. 邦訳 85ページ．





































もとポルタリスらによって起草され，1804 年３月にフランス人の民法典Code civil des
































第１節 一般規定，第２節 物の賃貸借，第３節 仕事及び勤労の賃貸借
第４節 家畜賃貸借
第９章 組合（1832-1873条）
第 10 章 貸借（1874-1914条）
第１節 使用貸借，第２節 消費貸借又は単なる貸借，第３節 利息つき貸借
第 11 章 寄託及び係争物寄託（1915-1963条）
第 12 章 射倖契約（1964-1983条）
第 13 章 委任（1984-2010条）
第 14 章 保証（2011-2043条）
第 15 章 和解（2044-2058条）
第 16 章 仲裁契約（2059-2061条）旧第 16 章 民事上の身体強制
第 17 章 質（2071-2091条）
第 18 章 先取特権及び抵当権（2092-2203条）
第 19 章 強制徴収及び債権者間の順位（2204-2218条）








































































 所有物（choses appropriées）と非所有物（choses non appropriées）













































































































フランス民法典第３編第 10 章貸借（Du prêt）の第 1874条に，①貸借には，２種類があ
る．毀滅することなしに使用することができる物の貸借，使用することによって消費される物
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